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内容の要旨及び審査の結果の要旨

今回我々は、上咽頭癌患者において血清中Epstein-Barrウイルス(EBV)ＤＮＡ量について、台湾

に代表される高頻度地域と日本に代表される低頻度地域においてリアルタイム定量ＰＣＲを用いて比

較を行った。ＥＢＶＤＮＡ量値の４１人の日本人上咽頭癌患者における中央値は５４５０コピー／ｍｌ

であり、２３人の台湾人上咽頭癌患者における中央値は２１２５コピー/ｍｌであった。両国間の患者

背景に関して`性、年齢、ＴＮＭ病期分類に関し有意差を認めず、また血清中EBVＤＮＡ量に関しても

有意差は認めなかった。日本台湾両群の上咽頭癌患者６４人の血清中EBVＤＮＡ値は対象群（非ホジ

キンリンパ腫患者１２名、健常者２０名、上咽頭癌を除く他の頭頚部癌患者３３名）に比して有意に

高値を認めた。

次に我々は１９名の再発性上咽頭癌患者（１１人日本、８人台湾）を２６人の完全寛解に至っている

患者と比較した。日本台湾上咽頭癌患者に有意な血清中EBVＤＮＡ量の差は認めず､また両国間の性、

年齢、病期分類に関しても有意差を認めなかったが、２６名の完全緩解患者に対して有意に高値を認

めた。

ReceiverOperatingCharacteristic曲線を用い､ＥＢＶ－ＤＮＡ量定量の感受性及び特異性を検討したと

ころ、カツトオフポイントは６．８７コピー／ｍｌであり感受`性で０．８５５、特異性は０．８８５で

あった6それらをＥＢＶウィルスカプシド抗原と比較したところ､ＥＢＶ－ＤＮＡ量定量は有意に感受`性、

特異,性ともに高い検査であることが判明した。また血清中EBVＤＮＡ量定量は再発患者に関してもカ

ットオフ値６０．３コピー／ｍｌ、感受性０．９０９、特異性０．９２６と高い診断能を示しやはりウイ

ルスカプシＦ抗原に対する抗体より優れた検査法であることが判明した。これらの結果はEBVＤＮＡ

量定量は上咽頭癌の代表的な腫瘍マーカーとして有用であると考えられてきたEpsteinBarrウイル

スカプシド抗原に対する抗体検査よりも信頼のおける腫瘍マーカーである事が示唆された。またその

有用性は上咽頭癌の高頻度領域、低頻度領域どちらでも有用であり、初診時再発時ともに有用である

ことが判明した。

以上、本論文は上咽頭癌の診断／治療、予後判定にも有用であることを示し、腫瘍ウイルス学に貢献

する価値ある論文と評価された。
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